
発言順
質問･質疑

の別

１　中央地区整備事業について

（1） 　入札参加が１グループだけだったのは問題ではないか。

（2）
　落札率が98.7％と高く、価格評価点も300点満点中37点と極めて低い評
価となったのはどのような評価でそうなったのでしょうか。また、低い
評価点について選定委員会で意見は出なかったのか。

（3）

　「にぎわい交流ゾーン」の民間商業施設について、事業者はコンビニ
エンスストアを提案していますが、コンビニ事業は競争が激しく、とて
も安定した事業とは思えない。加えて、駐車場拡張のための用地取得に
12億円を追加しようとしている。この提案で莫大な税金の投入に見合う
にぎわいを創出できるのか。

（4）

　議会に計画提案書が正式に公表されていない。新図書館建設と言う市
民にとっても重要な公共事業であり、８４億円もの市民の税金を投入す
るのに議会にも市民にも公開・公表されないのはどのような理由から
か。議会と市民への公開・公表は考えていないということか。

２　ののいち創生長期ビジョンについて 

（1）

　人口減、少子化の背景に労働者派遣法など労働法の改悪による不安定
雇用の拡大と低賃金による若者の結婚への不安、年金など社会保障制度
への将来不安、輸入自由化による農林水産業つぶし、大店法廃止による
商店がつぶし、都市再開発・「東京一極集中」政策が地方の衰退を招い
た原因である。これまでの施策を反省することなく人口減、少子化を止
めることは困難である。市長の認識を聞く。

（2）

　地方創生の４つの政策分野として、イ．地方における安定した雇用を
創出する、ロ．地方への新しいひとのながれをつくる、ハ．若い世帯の
結婚・出産・子育ての希望をかなえる、ニ．時代にあった地域をつく
り、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携するとあるが、本
市の具体的な施策を示せ。

３　子どもの貧困対策について

（1）

　先進国の中でも高い比率となっている子どもの貧困とその連鎖も深刻
な社会問題となっている。ひとり親家庭が多い本市においても放置でき
ない問題である。子供の貧困は本市においても取り組まなければならな
い問題との認識はあるか。また、本市の実態について把握しているか。
把握していないのであれば実態を調査すべきではないか

（2）

　一昨年、子どもの貧困対策の推進に関する法律が制定され、昨年、政
府の大綱が示されました。子どもの貧困をなくすには国や県の取り組み
が勿論ですが、自治体の取り組みも大きなカギを握ります。市としても
この問題に向き合い、貧困の克服と連鎖を断ち切る数値目標を持って具
体的な支援計画を策定すべきでは。

４　生活困窮者自立支援事業について

（1）
　４月に法が施行されてからこの間、何件の相談が寄せられ、どのよう
に対応してきたか。

（2）
　子どもの貧困対策と一体不可分の事業であり、市民の相談にワンス
トップで素早く対応できるようにするために庁舎内で横断的に対応でき
る担当部署を設ける必要があるのではないか。

１　野々市市子ども・子育て支援事業計画について

（1）

　「子ども・子育て新支援制度」における「子ども・子育て支援事業計
画」半年経過状況の中で現状の保育事業（幼稚園・保育所など）の利用
状況、これからの幼児期の学校教育・保育の量の見込み（必要利用定員
総数）と新制度における、本市が基本理念に掲げる「次世代を担う子ど
もの幸せと、子育てしやすい環境づくりを、地域が一体となって育むま
ち、ののいち」の現状の具体的な推進の方策を問う。

（2）

　「野々市市　子ども・子育て支援事業計画」が、「次代を担う子ども
の幸せと、子育てしやすい環境づくりを、地域が一体となって育むま
ち、ののいち」の基本理念の言葉の通り、隣接する金沢市、白山市や他
自治体に比べて、どんな子育てしやすい環境・特徴等があるかを問う。

（3）

　施設の確保の状況を踏まえて、保育所に入所できない待機児童問題を
解消する役割を併せ持って誕生した、新たな子育て支援施設である認定
こども園について、子育てしやすい環境づくりという観点からも、今後
の必要性が高まってくるかと思うが、現在、認定こども園については
「和光第二保育園」一施設の現状である。今後、本市として認定こども
園をどのようにして推進していくかについて問う。
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（4）
　本市での、２歳児までの子どもを保育園に通わせている母親が、新た
に子どもを出産して育児休業を取得した場合、「子ども・子育て支援新
制度」を踏まえて現状の本市の対応について、見解を問う。

２　市民協働のまちづくりについて

（1）

　本市において自治会は現在、本町地区15、富奥地区19、郷地区12、押
野地区７の合計54町内会で組織されている。
　それぞれ、住民の親睦と融和、地域生活においての町内の行事ごと、
決まりごとを守るべく、町内の自治活動を行っている。現在、町内会員
の高齢化や、新しく住民になられた町会員の融和の問題等、町内会の長
にかかる負担も大きく、なり手の問題も含めて町内会運営には、どの町
内会も苦労していると聞いている。さらに、町内会長の負担が大きく
なっている原因の一つとして、行政サイドからの、広報の配布依頼をは
じめとして、通知・配布物、研修事、公園清掃委託、等々、行政からの
連絡事がかなりあり、行政に属した組織として組み込まれているよう
な、一方通行的な関係になっているような気がしてならない。
市民協働のまちづくりをふまえて、市長の見解を問う。

１　自転車用ヘルメット着用の啓蒙と購入補助について

（1） 　自転車運転時のヘルメット着用の啓蒙活動を強化せよ。

（2）
　幼児及び児童、並びに高齢者が自転車用ヘルメットを購入する際、購
入費用を助成せよ。

２　ふるさと納税について

（1） 　白山石川医療企業団と連携して、ＰＥＴ検診を提供してはどうか。

３　拠点避難所について

（1）
　拠点避難所までの距離を問題視する市民がいる。
　新設設置等の計画はあるか。

（2）
　石川中央都市圏の連携のひとつとして、自治体の境界を越えて避難所
を設定することは可能か。

１　土地区画整理事業のまちづくりについて

（1）
　中林地区、西部中央地区の土地区画整理組合設立認可遅れの経緯と今
後のスケジュールを問う。

（2） 　公営墓地整備の基本構想の検討内容とスケジュールを問う。

（3）
　石川県立大学周辺（新産業創出ゾーン）の企業等の土地利用方針と企
業誘致の進捗状況を問う。

（4） 　宿泊施設（ホテル・コンベンションホール）の誘致方針を問う。

２　非常時の防災対策について

（1） 　防災訓練の参加率を上げる工夫をどのように考えているのかを問う。

（2） 　防災協定と避難場所の数が現在どれだけあるのかを問う。

（3）
　連携中枢都市圏の中で、避難場所の相互の受け入れの協定ができない
かを問う。

（4）
　防災行政無線を町内会や地区単位で防災以外の目的使用について、検
討状況を問う。

３　手取川水系における濁水対策について

（1）
　手取川水系の濁水が長期化するのか、また、濁水情報の共有化につい
て、見解を問う。

（2）
　濁り水は試験場等で調査していると思うが、農業等に対する影響があ
るのかを問う。

４　末松廃寺の再整備の計画について

（1）
　これまでの発掘調査の結果と27年度の仏像調査も併せ今後の調査計画
を問う。

（2）
　現在、国の指定史跡にある展示施設を新たに設ける場所はどこなのか
を問う。

（3）
　末松廃寺周辺の整備の必要性と、末松廃寺のシンボルとなる七重の塔
や金堂を意識したデザインの展示施設の設置ができないか、見解を問
う。

4 安原　透

3
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１　「市街地用水路の豪雨時等の水量調整対策」について

（1）

　野々市市における市街化の進捗は著しいものがあり、今般の区画整理
２事業（西部中央地区、中林地区）をもって完了予定である。
さて、市北東部・押野地区の用水路下流域の一部において、まとまった
降雨時にオーバーフローの指摘がこれまでも都度なされている。昨今増
加傾向にあるゲリラ豪雨・未曾有の降雨の際の、雨水等用水路への上流
域からの流入はもとより、近隣の市街化進捗における田畑等の減少とあ
わせ、さらなる用水路への流入の一時集中・オーバーフローが予測され
る。
市として、初期の区画整理事業エリアの降雨設計の再検討等を適宜行っ
ているのか、また、浸水対策・水路計画の見直し等を検討・実施・確認
しているのかを問う。

２　「ラジオ体操実施の必要性へのとらえ方」について

（1）

　今夏、地域のラジオ体操に出席させていただいた。育成委員の方々の
日々のお世話には敬意を表するが、参加するこどもたちのラジオ体操の
習熟度に疑問をもった。
第２体操だけではなく第１体操においてもしっかりやり切れていない実
態もあった。
今夏をはじめ、夏休み期間中の、市内の各町会等での実施状況・内容把
握（主催団体・実施日程・参加状況等）をしているのかを問う。

（2）

　野々市市商工会では、夏休みにラジオ体操に参加したこどもたちの参
加モチベーションアップに取り組んでおられ、その企画は素晴らしいと
思う。
しかし、外部が周辺環境の整備に取り組んでいる中、「ラジオ体操」そ
のものに対して、市内小学校等での学校教育としての習熟指導の取り組
みを行っているのか、また、野々市市子ども会育成連絡協議会等でのラ
ジオ体操の習熟指導への取り組みを行っているかを問う。

１　緑の歩行系ネットワークと回遊性向上について

（1）

　平成37年を目標年次とした「野々市市緑の基本計画」が策定見直しさ
れた。計画の中で示される環状緑地軸による緑の歩行系ネットワークの
整備は、拠点と拠点、地域と地域を結ぶ最も重要な施策の一つである。
緑の歩行系ネットワークを活用した交流拡大のための連続性強化と回遊
性向上に向けた本市の考え方と仕掛けのアイデアを問う。

２　緑の保全と創出すべき目標水準について

（1）

　今年８月に策定された「ののいち創生長期ビジョン」では、本市の将
来人口推計が示された。将来の人口増加を考慮すると、「野々市市都市
公園条例」で定められた市民１人当たりの緑の面積に対して、10年後の
面積は目標水準よりも小さくなる、と単純試算されるが、今後の本市の
姿勢と取り組み方針を問う。

３　緑の効率的な土地利用とエコデザインについて

（1）

　本市唯一の総合公園である野々市中央公園は、スポーツ施設の拡充と
防災拠点としての機能強化を図るために、現在の約２倍の規模に拡張さ
れる。健康防災拠点としての数十年に一度のビッグプロジェクトである
が、要求される建設施工床面積に対する効率的な土地利用として、緑の
立体的利用や、緑と建物の一体化などのアイデアが考えられる。緑の効
率的な土地利用とエコデザインについて、本市の考え方を問う。

４　緑の利用実態と長寿命化について

（1）

　高齢社会となった今、都市公園コンセプトを再構築する必要があるの
ではないか。幅広い年代層の市民によって幅広い時間帯に利用されてこ
そ、公園の実質的な長寿命化がなされていると考えるべきである。健康
維持と体力向上を目的とした健康遊具といわれる遊具の充実を図ること
で、交流が生まれ、永く健康的に利用される公園を目指す必要があると
考えるが、本市の今後における緑の施設の長寿命化について、取り組み
方針を問う。

１　今後の減少する農業用地活用について

（1）
　今後減少する耕地を、機能性表示食品と言えるような食材を産学官民
連携インキュウベーターで促進、奨励してはどうかを伺う。

２　提案型協働事業について

（1）
　市政に反映している状況を伺う。
　募集期間を早めてはどうか

３　都市公園について

（1）
　見直された緑の基本計画の具体的な取り組みを伺う
　都市公園にトイレ設置の必要性と、既存の公園に設置されているトイ
レはバリアフリー化すべきではないかを伺う。

質　問
（一問一答）
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（1）
　オープンデータの取組みで、ここ３ヶ月で進んだ事、また、進めるに
あたって障害となっていることがあれば教えてください。

（2）
　オープンデータ化の要望が出た場合の、データ公開までのプロセスを
教えてください。

（3）
　本市ホームページから直接リンクのある外部サイトのセキュリティの
状況に関してどの程度把握しているのか教えてください。

（4）
　本市ホームページへの広告掲載取扱要領の見直しの考えはあります
か？

（5）
　本市ホームページの詳細なアクセス解析の結果があれば教えてくださ
い。

（6）
　本市のホームページの変更予定や、今後のホームページ変更における
デザインの指針を教えてください。

（7） 　今後の情報政策に関わる、動きを教えてください。

（8）
　庁内での情報リテラシー向上の為にもワーキンググループの設立など
も一つの方法かと思いますが、情報政策に関するワーキンググループの
設立などのお考えはありますか？

１　若者の夢を応援

（1）
　新しい起業にチャレンジするときに自治体として後押しをしてあげれ
ばどうか

（2）
　野々市市も、次の新型交付金を使って新しい起業にチャレンジする若
者の夢を応援してはどうか。伺う。

２　１８歳選挙権の実施に向けた取り組み

（1） 　新有権者数は何人か

（2） 　シチズンシップ教育（市民教育）など、具体的な取り組みについて

（3） 　投票率向上に向けての施策

（4） 　投票所の設置場所の新規会場

（5） 　投票所の自由選択、子ども同伴解禁への対応について伺う

３　家庭教育支援から親子が笑うまちづくり

（1）
　家庭教育支援条例の制定をし、親子が笑うまちづくりを目指してはど
うか、伺う。

４　気になる図書館

（1） 　図書館内の音響や光への配慮はどのようなっているのか伺う。

５　地方創生で若者の居場所つくり、産後ケアセンターの推進

（1） 　人口動態の結果を伺う。

（2） 　地方創生の方針は、強みを生かすのか、弱みを補強するのか、伺う。

（3） 　子どもの貧困問題に取り組んではどうか、伺う。

（4）
　子どもの居場所つくり、若者の居場所つくりに取り組んではどうか、
伺う。

（5） 　金沢中枢都市圏で産後ケアセンターの推進

１　野々市市として、これからの情報政策に対する姿勢を問う。

五十川員申1
質　問

（一問一答）
8

9
質　問

（一問一答）
14 大東　和美


